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二

　
石
井
米
雄
『

上

座
部
仏
教
の

政
治
社
会
学
』

（
一

九

七
五
）

　

石
井
の

書
籍
を
こ

こ

で

と

り
あ
げ
る
理
由
は、

一

つ

に

は

上
座
仏
教

研

究
の

古
典
と

し
て

日
本
の

宗
教
研
究
者
の

問
で

重
視
さ
れ
て

い

る

こ

と、

さ
ら
に

石
井
自
身
が
述
べ

て

い

る

よ

う
に、

石

井
の

こ

の

書

籍
刊

行
後

、

上

座
仏
教
と

国
家
の

関

係
に

関
す
る

体
系
的
な

研
究
成
果
が
み

ら
れ

ず、

今
で

も
石
井
の

研
究
が
重
視
さ
れ
て

い

る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る

。

　

石
井
は

タ
イ
の

上

座
仏

教
を

事
例
に

、

脱
俗
の

サ
ン

ガ

と

世

俗
社

会

（

一

般
民

衆
の

生

活
世

界
お
よ
び

王

権
や
国

家
）

が、

ど

の

よ

う
な
つ

な

が
り
を
持
つ

か
に

焦
点
を
合
わ

せ
、

四
つ

の

モ

デ

ル

を

提
示
し
た

。

つ

ま

り
、

一

般
民
衆
の

生
活
世

界
と

サ
ン

ガ

の

多
様
な
つ

な
が
り
の

社

会
的

構

造
モ

デ

ル
、

上

座

仏
教
の

組

織
化
に

関
わ
る

仏
教
エ

ク

レ

シ

ア

の

モ

デ

ル
、

王

権
・

正
法
・

サ
ン

ガ

の

相
関
モ

デ
ル

、

立
憲

体
制
下
に

お

け
る

国

家
と
サ

ン

ガ
・

王

権
の

相
関
モ

デ

ル

で

あ
っ

た
。

　

三

　
石
井
の

議
論
の

問
題

点

　

石

井
の

こ

の

書

籍
の

後
、

文
化
人
類

学
に

よ
る

研

究
蓄
積
が
増
加
し、

特
に
一

般
民
衆
の

生
活

世
界
と
サ
ン

ガ

と
の

関

係
に

つ

い

て

実
り

多
い

成

果
が

表
れ
た

。

し
か
し、

サ
ン

ガ

と

国
家
と
の

関
係
に

つ

い

て

は、

進
展

は

見
ら

れ
な
か
っ

た
。

理
由
の
一

つ

は
、

石
井
の

使

用
し
た

概
念
が
比
較

研
究
に

適
用
し
に

く
い

と

言
っ

た
点
が

考
え
ら
れ

る
。

例
え
ば

、

王
権
論

へ

の

注
目
は、

王

権
不

在
の

上
座
仏
教

圏
の

国

家
の

モ

デ

ル

に

は
な
り
に

く
い

。

ま
た、

ト
レ

ル

チ

の

チ

ャ

ー

チ

論
・

ベ

ッ

カ

ー

の
エ

ク

レ

シ

ア

論

を
下

敷
き
に

し
た

、

仏

教
エ

ク

レ

シ

ア

論
は

、

他
国
の

現
象
に

応
用
可
能

性
が

あ
る

の

だ
が

、

エ

ク

レ

シ

ア

（
チ
ャ

ー

チ
）

概

念
に

お

け
る

中
世
キ

リ
ス

ト

教
モ

デ

ル

故
の

偏
り

（

カ

ト
リ

ッ

ク
へ

の

偏

り、

近

代
性
・

ナ
シ

ョ

ナ

ル

化
・

植
民
地
化

論
の

不
在）

か
ら

、

比

較
研

究
へ

の

扉
が
開
か
れ

に

く
か
っ

た

点
も

指
摘
で

き
る

。

　

四

　
エ

ク

レ

シ

ア

（
チ
ャ

ー

チ）

論
か
ら
公

認
化
論
へ

　

そ
こ

で

本
発
表
で

は
、

石
井
の
エ

ク

レ

シ

ア

（
チ

ャ

ー

チ
）

論
の

可
能

性
を
引

き
出

す
た
め

に
、

宗
教
の

公
認

化
論
と
し
て

鋳
な
お

す
こ

と

を

試

み
た

。

そ
れ
は
、

国
民
国
家
が

政
治
や

世

俗
性
の

優
越
性
を
保
持
し

つ

つ
、

近

代
化
を
進
め

る

た

め
に

、

諸

宗
教
の

影
響
力
や

集
団
や
象
徴
を
機
能
的

に
配
置

換
え

す
る

こ

と
で

あ

り
、

具
体
的
に

は
、

少
数
の

カ

テ
ゴ

リ
ー

に

宗
教
を

区
分
け
し
、

ナ

シ
ョ

ナ

ル

化
・

標
準
化
し
、

さ

ら
に

教
育
な
ど
の

行
政

事
業
を

通
じ
て

こ

れ
を

促
進
し
て

い

く
も
の

で

あ
る

。

先
進
国
の

政

教

分
離
・

世
俗
化
と
は

異
な
る

が
、

政

治
・

世

俗
性
の

優
位
を
つ

く
る

近

代

化
の

オ

プ
シ
ョ

ン

と
言
え
よ

う
。

　
こ

れ
は

、

国
家
に

よ

る

宗
教
の

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

や
、

コ

ミ
ュ

ナ
ル

対
立

（

宗
教

民
族
対
立）

を

助
長

す
る

面
も
否
め

な
い

が
、

他
方
で

宗
教
が
公

共
域
に

参
加
す
る

回
路
を
つ

く

り
、

複

雑
な

宗
教
民
族
対
立

を
縮
減
し

討

議
の

ア

リ
ー

ナ
を

形
成
す
る

試
み

で

あ
る
と
も

言
え
よ

う
。

バ

ッ

フ

ァ

ゾ
ー

ン

の

チ

ベ

ッ

ト

仏
教

　

ー
リ
メ

運
動
の

展
開
に

焦
点
を

当
て

て

ー

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

別
所

裕
介

　

本

論
の

目
的
は

、

今
日
の

チ

ベ

ッ

ト

仏
教
の

グ
ロ

ー

バ

ル

な

布
置
を

「

バ

ッ

フ

ァ

ゾ

ー

ン

（
緩
衝
領
域
）
」

と

い

う
視
点
か
ら

捉
え
る
こ

と
で

、

ヒ

マ

ラ

ヤ

仏
教
圏
を

媒
介
と
し
た
研
究

方
針
に

ひ
と

つ

の

展
望
を

開
く
こ

と

に

あ
る

。

そ

の

た
め

に、

近

世
に

起
源
を

も
つ

教
流
で

あ
る

「

リ
メ

（

ユ
の

∋
 

α
）

」

に

焦
点
を
当
て

て、

そ

の

時

代
的
展
開
と
地

域
的
連
環
の

具

体
像
か

ら

前
記
の

視
点
を
説
き
起
こ

す
。
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こ

こ

で

取
り
上

げ
る

リ
メ

と
は

「

無
宗
派
」

の

意
で
、

ダ
ラ

イ
ラ

マ

五

世
（
一

六
一

七
−
八

二
）

期
以
降

、

東
チ
ベ

ッ

ト
・

カ
ム

地

方
北

部
の

デ

ル

ゲ
王

国
を

中
核
と
し

て

チ

ベ

ッ

ト

高
原
の

辺

縁
部
に

広
く

伝
播
し
た
、

在
地
宗
教
伝
統
の

相
互

交
流

に
よ

る

活
性
化
現
象
を

指
す

。

最

盛
期
に

は
、

い

ず
れ
も

優
れ
た

リ

メ

の

学

匠
と

し
て

知
ら
れ

る

ジ
ャ

ム

ゴ

ン

・

コ

ン

ト
ゥ

ル

・

ロ

ド
ゥ
・

タ

イ
エ

ー

（

一

八

＝
ニ

ー
九
九
）

、

ジ

ャ

ム

ヤ

ン

・

キ
ェ

ン

ツ

ェ

・

ワ

ン

ポ

（

一

八

二

〇
ー

九
二
）

の

二

名
を
主

要
な
編

纂
者
と

し
て

、

「

テ

ル

マ
」

と

呼
ば

れ
る

在
地
の

埋
蔵

系
経
典
（
自

然
界

や
瞑
想
中
の

意
識
か

ら

取
り
出
さ
れ
る

教
え）

を
含
む

膨
大
な
出
版
物
が

編
ま
れ
た

。

戒
律
を
重
ん
じ、

顕

密
双

修
を
基
本
と

す
る

ゲ
ル

ク

派
が、

階
層
化
さ
れ
た

巨
大
僧
院
シ

ス

テ

ム

の

も
と

で

出
家
主

義
を

貫
い

た

の

に

対
し、

宗
派
の

相
違
を

超
え、

実

践
者

同
士
の

横
断
的
学
び

を
尊
ぶ

リ
メ

の

気
風
は

、

ゲ
ル

ク
派
の

勢
力
が

及
び
に

く
か
っ

た

カ

ム

北
部
か
ら
ア

ム

ド
南
部
に
か

け
て

強
固
な
地
盤
を

形
成
し、

土

着
の

宗
教
要
素
を
取
り
込

む
こ

と

で

独
自
の

発
展
を
遂
げ
て

き
た

。

　
一

九
五
〇
年
代
に
入
る
と、

中

国
人

民
解
放

軍
の

チ
ベ

ッ

ト
進
駐
に

よ

っ

て、

チ
ベ

ッ

ト
情
勢
は
一

挙
に

流
動

化
す
る

。

五

九
年、

ダ
ラ

イ
ラ

マ

一

四
世
の

亡
命
に

伴
っ

て

ゲ
ル

ク

派
教
権
は

崩
壊
し、

チ
ベ

ッ

ト
仏
教

全

体
が
デ

ィ

ア

ス

ポ

ラ

の

宗
教
と
し
て

ヒ

マ

ラ

ヤ

の

外
側
で

の

再

構
築
を

余

儀
な
く
さ
れ
た

。

当
初、

ダ
ラ

イ
ラ

マ

に
率
い

ら
れ

た
ゲ
ル

ク

派
が
亡

命

政

府
と
協
調
行
動
を
と

っ

た
の

に

対
し
、

東
チ
ベ

ッ

ト
出

身
の

高
僧
た

ち

は
、

従
来
か
ら

非
ゲ
ル

ク

派
の

教
系
が

栄
え

、

リ
メ

の

系
譜
と
冖

定
の

親

和
性
を
持
っ

て

い

た
シ

ッ

キ
ム

、

ラ

ダ

ッ

ク
、

ブ

ー

タ

ン
、

お
よ

び
ネ
パ

ー

ル

の

仏

教
圏
を
拠
点
と

し
て

教
学
再
興
に
勤
し
ん

だ
。

ネ
パ

ー

ル

に

住

錫
し
た

デ

イ

ル

ゴ

・

キ
ェ

ン

ツ
ェ

（
一

九
一

〇

ー
九
一
）

、

シ

ッ

キ
ム

に

寓
し

た
カ
ル

ー
・

リ
ン

ボ
チ
ェ

（

一

九
〇
五

−
八
九
）

ら
は、

亡

命
第
一

世

代
を

代
表
す
る
リ

メ

の

高
僧
で

あ
り

、

同
時
に、

欧

米
諸

国
で

高
ま
る

ス

ピ

リ

チ
ユ

ア

ル
・

ブ
ー
ム

の

追
い

風
を

受
け

、

諸
国
を
足
し

げ
く
歴

訪

し

て

施
主

層
を
開

拓
し

、

外
国
語
に

堪
能
な
高
弟
を

海
外
の

伝
道
セ

ン

タ

ー

に

送
り
込
む
こ

と
で

、

海
外
拠
点
と

自
ら

が

住
錫
す
る

ヒ

マ

ラ

ヤ

仏
教

圏
の

本
拠
地
と
を

強
固
に

結
び
つ

け
る

役
割
を

果
た

し

た
。

　
こ

れ

に

対
し

、

八

十
年
代
以
降
の

開
放
政
策
が

も
た
ら

し

た

本
土
チ

ベ

ッ

ト

と
の

連
絡
の

回
復
は
、

ヒ

マ

ラ
ヤ
仏
教
圏
を

確
固
た

る

二

次
拠
点
と

し

つ

つ

あ
っ

た

リ

メ

系
教
派
に

重
大
な
転
機
を

も
た

ら

し
た
。

こ

の

時
期

頭
角
を

現
し
て

い

た

亡

命
第
一

世
代
後
半
期
の

高
僧
た

ち
は
、

海
外
伝
道

と

並
行
し
て

そ
の

故
地
で

あ
る

東
部
チ
ベ

ッ

ト
へ

も
熱
心
に

足
を
運
び
、

現
地
の

僧
院
の

再
建
や、

在
地
の

重
要
な

化
身

系
譜
を
復
活
さ
せ

る
仕

事

に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ

た
。

ま
た、

本
土
へ

の

往
来
が
可
能
と
な
る
と

共
に

、

欧
米
に

代
わ
る

新
た
な
施
主
と
し
て

華
人

系
チ
ベ

ッ

ト
仏
教
信

徒

が

大
き
な
割
合
を

占
め
る

よ

う
に

な
っ

て

く
る

。

こ

う
し
て、

亡

命
第
一

世
代
後
半
期
か

ら

第
二

世
代
に

か
け
て

は、

ヒ

マ

ラ

ヤ

仏
教

圏
で

成
人

し
、

な
お
か
つ

流

暢
な

漢
語
を

操
る

リ

メ

系
の

高
僧
が

目

覚
ま
し
い

活
躍

を

示
す
よ

う
に

な
っ

た
。

　

以
上
の

よ

う
な
プ
ロ

セ

ス

を
経
て
、

リ

メ

の

二

次
的
拠
点
と

な
っ

た
ヒ

マ

ラ

ヤ

仏
教

圏
は
、

名
実
と

も
に

、

本
土
チ

ベ

ッ

ト

と

海
外
の

布
教
拠
点

と

を
結
ぶ

「

バ

ッ

フ

ァ

ゾ
ー

ン
」

と
し

て

の

媒
介

機
能
を

持
つ

に
至
っ

た
。

そ
れ
は
、

世
界
各
地
の

伝
道
拠
点
か

ら
上

が
っ

て

く
る

経
済
的
支
援

（
お

布
施
）

と、

東
チ
ベ

ッ

ト
の

故
地
（

霊
性
の

源
泉
）

と
を

接
続
・

中
継

す
る
領
域
と

し
て

特
色
付
け
ら
れ
る

。

以
上
の

よ
う
に

、

本
土
チ
ベ

ッ

ト

と

グ
ロ

ー

バ

ル

な
信
徒
集
団
を
結
び
合
わ

せ

る

領
域
と

し
て

の

バ

ッ

フ

ァ
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ゾ
ー

ン

の

チ
ベ

ッ

ト

仏

教
が

見
せ

る

文
化
的

資
源

性
を
、

特
定
の

僧
院
を

事
例
と
し

て

さ
ら
に

詳
細
に

検
討
し
て

い

く
こ

と
で

、

現
代
チ
ベ

ッ

ト

仏

教
が
持
つ

グ

ロ

ー

カ

ル

な
動
態
の
一

端
を

明
ら
か

に

で

き
る

と

考
え
る

。

シ
ェ

ン

ラ
ブ
伝
に
於
け
る

孔
子
の

位
置

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

津
曲

　
真
一

　
チ

ベ

ッ

ト
の

宗
教
文

献
に

は

屡
々
、

古
代
中

国
の

思

想
家
・

孔
子
に

比

定
さ

れ
る

コ

ン

ツ
ェ

と

呼
ば

れ
る

人
物
が

登

場
す
る

。

古
代
チ
ベ

ッ

ト

に

於
い

て

孔
子
は

、

孔

夫
子
の

音

写
と

思
わ

れ
る

ク
ン

・

プ
ー
・

ツ

ィ

（
匠
ぽ

宦

昌
m身

O
げ
＝．
⊆

叶

゜。

ご
、

あ
る

い

は

ク
ン

ツ
ェ

（

評
げ
二

昌

Φq

房
Φ）

の

名
で

知
ら
れ

て

い

た

が
、

こ

れ
が

次
第
に

転
訛
し

、

彼
は

後
世
の

文
献
中
で

コ

ン

ツ

ェ

瓮
o
昌
oq

畧
の

Φ）

と
い

う
名
で

呼
ば

れ
る

よ

う
に

な
る

。

本
来、

チ
ベ

ッ

ト
文
化
と
は

異
な
る

文
化
に

属
す
る

コ

ン

ツ

ェ

は

今
日、

チ

ベ

ッ

ト
文

化
域

に
お
い

て

広
く

行
わ
れ

る

ト
（
ゆ∋

8
）

と

呼
ば

れ
る
避
禍

招
福

の

儀

礼
や
、

ナ
ク

ツ

ィ

（

口
p
  q

詳
ω

邑

と

呼
ば

れ
る

占
星
術
に

関
す
る

文

献
の

中
に

登
場

す
る

。

ま
た
彼
の

名
は

、

チ

ベ

ッ

ト
語
で

「

幻
術
の

王
」

を
意

味
す
る

ト

ゥ

ル

ギ
・

ギ
ェ

ル

ポ

（ ．
℃

『
苣

ユ

鵬

凱
「

Φq
望

巴
℃
o）

と

い

う

呼

称
を
伴

う
こ

と
が

多
い

。

　

コ

ン

ツ

ェ

に

関

す
る

表
象
は

仏

教
徒
と
ボ

ン

教
徒
の

間
で

は

大
き
く

異
な
っ

て

い

る
。

ト

ゥ

カ

ン

・

ロ

サ
ン
・

チ
ュ

ー

キ
・

ニ

マ

（
一

七
三
七

ー
一

八

〇

二
）

、

ダ
ラ

イ

ラ

マ

五

世
（

昌

ゆq
鋤

oQ

α

ぴ
働
ロ

ぴ窺

σ

δ

げ
N
曽
ロ

ひq

亳
鵬
自・

日
ヨ
げ
〇

一

六
一

七
−
一

六
八
二
）

等
の

手
に

成
る

仏
教
伝

統
に

属
す
る

諸
文
献
に

依
れ
ば、

コ

ン

ツ

ェ

は

中
国
の

五

台
山
に

お

い

て

文
殊
菩
薩
か

ら

占
星
術
の

技
術
を
授
与
さ
れ
た

存
在
で

あ
る

か、

或
い

は

建
築
の

技
術

に

秀
で

た

人
物
で

あ
っ

た
と

伝
え
ら

れ

る
。

一

方、

ボ

ン

教
伝
統
で

は
、

コ

ン

ツ

ェ

は

占
い

の

儀
式
執
行
中
に

瞑
想
の

中
で

呼
び

起
さ
れ

、

儀
礼
執

行
者
に

吉
兆
を

伝
え
る

超
自
然
的
な
存
在
と

み
な
さ
れ

て

お

り
、

ま
た
同

宗
教
伝
統
の

聖
者
で

あ
る

シ
ェ

ン

ラ

ブ
・

ミ

ゥ

（
ゆ亀
ω

『
 

口

『

帥

σ

ヨ一
σ
o
）

の

伝
記
に
よ

れ

ば、

コ

ン

ツ
ェ

は
熱
心
な
ボ

ン

教
信
者
で

あ
っ

た
と

伝
え

ら

れ
て

い

る
。

同
伝
記
に
依
れ

ば、

コ

ン

ツ

ェ

は
ガ

プ
ツ
ェ

　
（

oq
国
げ

房
 ）

と

呼
ば

れ
る

占
星
術
の

た
め
の

計
算
図

表
を
掌
に
持
っ

て

誕

生
し
、

成
人

し
て

湖
上
に

ボ
ン

教
寺
院
を
建

設
し
た

後、

シ
ェ

ン

ラ

ブ

に

帰
依
し、

自

身
の

娘
を
シ
ェ

ン

ラ

ブ
に

与
え
て

親
族
関

係
を

結
ん

だ
と

さ
れ
て

い

る
。

こ

の

他、

同

伝
記
に

は

敦

煌
文
書
に

含
ま
れ
る

所

謂
『

孔
子

項
豪
相
問

書
』

に

見
ら
れ

る

孔
子
と
そ

の

師
と

伝
説
さ

れ
る

少
年
の

対
話
と

類
似
し

た

物
語
が

挿
入
さ

れ
て

お

り
、

チ

ベ

ッ

ト

文
化
に

お

け
る
孔
子
の

受
容
の

あ

り
方
を
見
る

う
え
で

極
め

て

興
味
深
い

も
の

と

な
っ

て

い

る
。

　

本
発
表
で

は

コ

ン

ツ

ェ

と

シ
ェ

ン

ラ

ブ
の

事
績
を

描
い

た
宗
教
画
を

参

照
し
な
が
ら
シ

ェ

ン

ラ

ブ
・

ミ

ゥ

伝
に

於
け
る

コ

ン

ツ

ェ

の

描

写
を
概

観

し
、

ボ

ン

教
と
異

文
化
の

接
触
の

あ
り
方
に
つ

い

て

検
討
し
た

。

ナ

オ
ジ
ョ

テ

か

ら
見
た
パ

ー

ル

シ
ー
・

コ

ミ
ュ

ニ

テ

ィ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

香
月
　
法
子

　
ナ
オ
ジ
ョ

テ

と
は

、

先
祖
代
々

ゾ
ロ

ア

ス

タ
i
教
を

信
奉
す
る

パ

ー

ル

シ

ー
に

と
っ

て
、

パ

ー

ル

シ

ー

で

あ
れ
ば
遅

く
と
も

十
五

才
ま
で

に

は

受

け
な

け
れ

ば

な
ら

な
い
、

伝
統
的
な
ゾ
ロ

ア

ス

タ

ー

教
へ

の

入
信
儀
礼
と

さ

れ
て

い

る
。

全
て

の

パ

ー

ル

シ

ー

が
受

け
る

こ

と
が

当
然
で

あ
り、

寺

院
内
の

浄
化
儀
礼
な
ど

よ

り
も
パ

ー

ル

シ

ー
一

般
に

と
っ

て

は
、

も
っ

と

も

馴
染
み
の

あ
る

ゾ

ロ

ア

ス

タ

i
教
儀
礼
で

あ
る

。

　

し
か
し
ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教
の

儀
礼
と
し

て
、

そ
の

成
立
過
程
を
追
っ

て

434（1156）
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